
          おおね荘 2012年度音楽療法プログラム  

 

 実施日：４月１８日水曜日 １３時００分～１４時００分（終了後の観察を含む）   

 

長期目標：自分らしく日々を楽しみ、今を大切に過せるよう支援する。                  

    ：活動の中で今を生きる自分を確かめながら、今まで生きてきた人生を肯定し、更に毎日

を誇り高く生きるようとする気持ちを支援する。 

留意点                                    

＊ 音読や歌うことで口腔ケアを意識する。【言葉と呼吸を意識した継続の活動として】 

＊ みんなで春を楽しむ  

 

 項目   目的     使用曲     留意点（重点） 

導入     活動の始まりを意識   こんにちはの歌     会話・対象者の観察 

させ、気分を解す                ブレス・ 

        

♪春の喜びを感じながら～       花・荒城の月一番★１   なじみの歌でリラックス 

 

展開１ 

身体活動  ストレッチ・運動     朧月夜★２   音読・腕の可動域のチャレンジ     

                           棒  

展開２                         

レク的活動 リズムで楽しく（微細運動）春の小川★３ 音読・歌唱・カスタ（指と平）又は 

           （１：１，２：２，３：３，４：４）棒打ちのバリエーション）                 

展開３                          

言葉による表現・回想      夜明けのスキャット★４ 話題・会話を紡ぐ・歌唱・パタカラ 

      

展開４                                          

合唱奏   一体感を味わう     なだそうそう★５   楽器の選択・響きの共感 

終わり 

    

音楽療法ノート（黒字はＭＴの働きかけ・意図・ピンク文字は活動風景） 

★ こんにちはの歌 

｛は｝の音を伸ばす（息を吐ききる）、或いは｛は｝の音を軽 

く切るように歌った。（軽く腹筋を使って）呼吸も意識していただいた。  

★ １花・荒城の月 

春のうららの～・春高楼の～・と、共に歌い出しは「春」。 

そしてその風景を彩る花といえば、「さくら」ですね。今年は春が遅く、近隣の早咲

きの河津桜は、三週間送れで見頃だったとか。梅も水仙も送れて咲きました。季節

との約束をはたし暖かさと共に花は咲きました。それぞれにとって、桜はやはり特

別な花でしょうか？思い出の風景をお話しいただけますでしょうか？ 

花を歌いながら、隅田川の情景が桜の美しい風景だけでなく、戦後戦中にも想いが

はせ、戦災で焼け出された人々のこと、水を求め川に飛び込んだという事も語られ



た。一方、なぜかポンポン船の響きを思い出したと、お話くださった方も。川船が

日常の風景だったり、船のエンジン音だったり、男性参加者により懐かしさを込め

て語られた。一つの曲は歌うという目的のためだけに用意されるのではなく、個人

においては回想にそして集団活動では語り合うという繋がり（感情や共に生きたと

いう時代の共有）に活用される。 

荒城の月では、何歳頃歌ったんだろう？？とお互いを見合っていた。戦中、学校で

歌う歌が限られ軍歌のようなものばかりであったが、この曲は先生が堂々と歌わせ

教えることのできた曲であったと、男性参加者がお話くださった。 

どこのお城でしょう？・上手に歌詞が書かれている（毛筆）～。書き手の人となり

にも興味がはせ、書いてくださった方のエピソードをお話しすると、「じゃあ、○○

さんもまだまだやれるね！」とお仲間から参加者の女性にエール。嬉しげであった。 

★ ２朧月夜 

お馴染みの歌でストレッチ。３拍子ワルツのリズムを楽しみ、」歌詞を味わい、ゆっ

たりとした気分で上半身のストレッチをします。棒を使った運動、又は指両手を指

を組んで、腕の曲げ伸ばし、ひねり・左右・上下など無理をなさらず、ご自身の体

の声を聞きながらストレッチします。棒を持つと肩をたたき、のぞきフッと笑顔。

でもその後は動きを覚えようと全員が真剣なまなざし・・・ 

★ ３春の小川 

リズム活動を使って微細運動をしながら短期記憶にチャレンジ。歌って・見て・動

かして・数の記憶をしながら、戸惑いも含めて楽しく合奏します。皆さんと気持ち

がそろう瞬間があったでしょうか？このおおね荘では棒体操、リズム活動にラップ

の芯を活用している、打ち方で音色の違い、或いは気持ちがそろう快体験にも繋げ

ている。皆さん小さな違いを（口々に、そうね確かに違うわ・こっちの方がなんて

言うんだろう、ちょっと低い音？など交流し合う）実感し、ピタッとそろうと気持

ちがいいという体験もされた。歌詞に皆さん注目され、「国民学校では、ささやくご

とく・日向にいでて・さらさらながる・など習ったときによって歌の歌詞が異なる

と、当時を思い出し座席ご近所で会話が繋がっていた。 

★ ４夜明けのスキャット 

４０年以上歌い続けて、世界で愛されることになった由紀さおりさんの歌。昭和４

４年の紅白歌合戦でも歌われました。「ル～・ラ・ラン～」と透明感のある美しい声

を思い出します。入院中の天皇陛下のお見舞いで皇后様がお選びになって聴いてい

ただいた曲でもあります。私たちは癒しだけでなく積極的に口腔ケアに一役かって

いただければと思い、パタカラスキャットで歌いましょう～。実際に歌うと、やは

り難しい～といいつつ、きれいなメロディーに由紀さおりさんになったつもりで歌

えた？ 

★ ５涙そうそう 

前回のセッションでみなさんと歌った曲ですが、今日は合奏でチャレンジです。 

トーンチャイムのパートを３つに分け、４連のチャイム・トライアングルなど自由

に！という難しいパートを更に加えて。それぞれが自主的に座席ご近所で確認した

り、ご自分の音色のチェックに集中したり（あまりに御自分の世界に入りすぎて、

本人も大笑い！周りも巻き込み笑い）皆さんちょっとでも、美しく、正しくとその

ための集中力は若い頃に負けていません。 

合奏はきれいに仕上がりちょっとお名残惜しい・・次回もまたスマイルチャレンジ！ 



★ ６春が来た（時間がなくて未実施） 

子供の歌でしょうか？春をしみじみ待ち、心ゆくまでゆっくり楽しめる年代となっ

た私たち世代の曲ではないでしょうか？山や里そして、気持ちにこそ春ですね。今

日の楽しいひとときこそ春に相応しい時間のような気持ちです。 

 

音楽療法は継続することで、より高い効果が期待できます。恒例のミニディサービ

スに加え、今年度はチームリーダーさんのご尽力でボランティア活動でも音楽療法

が実施されます。 

初めての参加でも、気後れすることなく、また継続で参加されている方にも、音楽

はより深く働きかけます。お誘い合わせご参加ください。 

                                 By asada 

 

 

 

おおね荘介護予防ミニディサービスアンケート集計結果 

（２０１２／４／１８・１３時～） 

 

音楽療法アンケート集計（回答は１２） 

 

１，参加者  １６名（男性３名・女性１３名） 

２．年齢   ６０代（２名）・７０代（４名）・８０代・（６名） 

        平均年齢・・７９、２歳 ６１歳～８８歳   

３．本日の活動は日々の生活に役立つと思いますか？ 

  思う・・・１１名・思わない・・・０人・どちらとも言えない・・・１人（８０歳代） 

４．楽しかった曲（複数回答あり） 

・ 花４名・荒城の月６名・涙そうそう４名・春の小川５名・朧月夜６名・ 

・ 全曲すべて楽しかった、という人３名 

５．大根公民館までどのようにきたか？ 

・ 送ってもらった・・・０名 

・ 歩いてきた・・・・・９名（５分・７分・８分・１０分・１５分・２０分・３０分・４５分） 

・ 車・・・・・・・・２名（２０分） 

６．感想はあれば～ 

・ 幼い頃を思い出させて、楽しい１日でした。毎回参加）７１歳 

・ 楽しかったです。ありがとうございました（５～６回参加） ６１歳 

・ 楽しかったです。すっきりしました。（４～５回参加） ７９歳 

・ 皆様とお話合いよい勉強となりました。毎回参加 ８６歳 

・ 楽しかったです。司会がとても上手でした。ここだけ参加 ７８歳 

・ 楽しい一日でした。８５歳 

・ 大変よかった・ご苦労様！ 初参加 ６７歳 

 

＊その他２回・４回・毎回参加ですが回数はわからない 

音楽療法士２名（中野・浅田） 

市役所高齢介護課関係看護士１名・参加型ボランティア数名 


